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私の数学散歩道(9) 2011.11.30.

ピアーズ・フォスター 簡約積分表の公式の証明

数実研会員 村田 洋一

積分の計算は数学Ⅲの一つの核をなすもので、題記の積分表を見て役立ちそうな分野の

公式を証明しておくと授業にも有用と考え、取り上げることにした。

今回は「対数関数を含む式」とし 442 から 460 のすべての公式の証明をつけた。

知らない公式も多いが、これにより難関大学を含め入試等に出てくる対数関数を含む積

分の計算に殆ど対応できると思う。

解法のポイントは置換積分と部分積分が主であるが、結構計算が面倒なものもある。

なお、対数記号の中は正、分母 0 とし積分定数の記載は省略した。

記載の構成はｐ.2 までは(公式の纏め)、p.3～6 は(公式の証明)とした。

次回は「三角関数を含む式」を取り上げる。

（公式の纏め）
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（公式の証明）
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